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(57)【要約】
【課題】移動体端末装置を用いた手書き動作により手軽
に情報を入力すること。
【解決手段】操作者による手書き動作により特定される
入力情報を受け付ける携帯電話装置１０において、接触
センサ１３の検出結果に応じて接触対象物との接触の有
無を示す接触情報を取得し、加速度センサ２１の検出結
果に応じて接触対象物との接触位置から装置本体の移動
情報を取得し、これらの接触情報及び移動情報に基づい
て手書き動作により特定される入力情報を認識すること
を特徴とする。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　操作者による手書き動作により特定される入力情報を受け付ける移動体端末装置であっ
て、接触対象物との接触の有無を示す接触情報を取得する接触情報取得手段と、前記接触
対象物との接触位置から装置本体の移動情報を取得する移動情報取得手段と、前記接触情
報及び移動情報に基づいて前記入力情報を認識する認識手段と、を具備することを特徴と
する移動体端末装置。
【請求項２】
　操作者から前記入力情報を特定する際の開始時点及び終了時点を指定する指示を受け付
ける操作手段を具備することを特徴とする請求項１記載の移動体端末装置。
【請求項３】
　前記認識手段は、各種の文字情報に対応する前記接触情報及び移動情報と、前記手書き
動作中に取得される前記接触情報及び移動情報とを照合して前記入力情報に対応する文字
情報を認識することを特徴とする請求項１又は請求項２記載の移動体端末装置。
【請求項４】
　前記認識手段で認識された前記入力情報に対応する文字情報を表示する表示手段を具備
することを特徴とする請求項３記載の移動体端末装置。
【請求項５】
　操作者の筆跡を識別可能な筆跡情報を登録する登録手段と、前記筆跡情報と前記認識手
段により認識される前記入力情報とを照合して操作者の認証を行う認証手段と、を具備す
ることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載の移動体端末装置。
【請求項６】
　前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入力する場合における装置本体の角度情報を
登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録された前記角度情報と前記手書き動作中に
おける装置本体の角度情報とを照合して操作者の認証処理を行うことを特徴とする請求項
５記載の移動体端末装置。
【請求項７】
　前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入力する場合における装置本体の角速度情報
を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録された前記角速度情報と前記手書き動作
中における装置本体の角速度情報とを照合して操作者の認証処理を行うことを特徴とする
請求項５記載の移動体端末装置。
【請求項８】
　前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入力する場合における装置本体の移動速度情
報を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録された前記移動速度情報と前記手書き
動作中における装置本体の移動速度情報とを照合して操作者の認証処理を行うことを特徴
とする請求項５記載の移動体端末装置。
【請求項９】
　前記登録手段に、前記手書き動作中における装置本体に対する特定の操作情報を登録し
、前記認証手段は、前記登録手段に登録された前記操作情報と前記手書き動作中に操作者
から指示される操作情報とを照合して操作者の認証処理を行うことを特徴とする請求項５
記載の移動体端末装置。
【請求項１０】
　操作者による手書き動作により特定される入力情報に応じて操作者の認証を行う認証方
法であって、接触対象物との接触の有無を示す接触情報を取得し、前記接触対象物との接
触位置から装置本体の移動情報を取得し、前記接触情報及び移動情報に基づいて前記入力
情報を認識し、当該入力情報と操作者の筆跡を識別可能な筆跡情報とを照合して操作者の
認証を行うことを特徴とする認証方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】



(3) JP 2008-70920 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

　本発明は、移動体端末装置及びこれを用いた認証方法に関し、特に、操作者による手書
き動作により特定される入力情報を受け付けることができる移動体端末装置及びこれを用
いた認証方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、携帯情報端末（ＰＤＡ）などにおいては、ペンデバイスによりタッチスクリーン
上に文字情報等の手書き動作を行うことにより情報入力を可能とする機能を搭載したもの
が知られている。例えば、データの入力効率を向上すべく、文字情報を手書きする位置と
、推定される文字情報が表示される位置との間でユーザの焦点を移動させる必要をなくし
たデータ処理装置が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【特許文献１】特開２００４－３４２１０１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、上述したような従来のデータ処理装置においては、ペンデバイスが動く
タッチスクリーン上の位置を検出して文字情報を認識することから、ペンデバイスの動き
を受け付けるタッチスクリーン等のデバイスが必要となり、手軽に使用することができな
いという問題がある。
【０００４】
　本発明はかかる問題点に鑑みて為されたものであり、手書き動作により手軽に情報を入
力することができる移動体端末装置及びこれを用いた認証方法を提供することを目的とす
る。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明の移動体端末装置は、操作者による手書き動作により特定される入力情報を受け
付ける移動体端末装置であって、接触対象物との接触の有無を示す接触情報を取得する接
触情報取得手段と、前記接触対象物との接触位置から装置本体の移動情報を取得する移動
情報取得手段と、前記接触情報及び移動情報に基づいて前記入力情報を認識する認識手段
と、を具備することを特徴とする。
【０００６】
　この移動体端末装置によれば、接触対象物との接触の有無を示す接触情報、並びに、接
触対象物との接触位置から取得される装置本体の移動情報に基づいて、操作者による手書
き動作により特定される入力情報が認識されることから、従来のように、タッチスクリー
ン等のデバイスを必要としないため、移動体端末装置を用いた手書き動作により手軽に情
報を入力することが可能となる。
【０００７】
　特に、上記移動体端末装置においては、操作者から前記入力情報を特定する際の開始時
点及び終了時点を指定する指示を受け付ける操作手段を具備することが好ましい。この場
合には、入力情報を特定する際の開始時点及び終了時点が明確にされることから、より正
確に操作者から特定される入力情報を認識することが可能となる。
【０００８】
　また、上記移動体端末装置において、前記認識手段は、各種の文字情報に対応する前記
接触情報及び移動情報と、前記手書き動作中に取得される前記接触情報及び移動情報とを
照合して前記入力情報に対応する文字情報を認識するようにしても良い。この場合には、
移動体端末装置で手書き動作により特定される入力情報に対応する文字情報を認識するこ
とが可能となるので、ボタン入力等に不慣れな高齢者等にも操作し易い新たな入力方式を
移動体端末装置に提供することが可能となる。
【０００９】
　また、上記移動体端末装置において、前記認識手段で認識された前記入力情報に対応す
る文字情報を表示する表示手段を具備することが好ましい。この場合には、表示手段に入
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力情報に対応する文字情報が表示されるので、入力情報が適切に認識されているかを操作
者が確認することが可能となる。
【００１０】
　なお、上記移動体端末装置において、操作者の筆跡を識別可能な筆跡情報を登録する登
録手段と、前記筆跡情報と前記認識手段により認識される前記入力情報とを照合して操作
者の認証を行う認証手段と、を具備するようにしても良い。この場合には、認証手段によ
り入力情報と筆記情報とを照合して操作者の認証が行われることから、従来から利用され
ている暗証番号の入力や指紋認証、顔認証などと異なる、筆跡情報を用いた新たな認証方
法を移動体端末装置に提供することが可能となる。
【００１１】
　上記移動体端末装置においては、例えば、前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入
力する場合における装置本体の角度情報を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録
された前記角度情報と前記手書き動作中における装置本体の角度情報とを照合して操作者
の認証処理を行うようにしても良い。この場合には、手書き動作中における装置本体の角
度情報を用いて操作者の認証が行われるので、筆跡情報のみによる誤認証を防止でき、よ
り認証精度の高い認証を行うことが可能となる。
【００１２】
　また、上記移動体端末装置において、前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入力す
る場合における装置本体の角速度情報を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録さ
れた前記角速度情報と前記手書き動作中における装置本体の角速度情報とを照合して操作
者の認証処理を行うようにしても良い。この場合には、手書き動作中における装置本体の
角速度情報を用いて操作者の認証が行われるので、筆跡情報のみによる誤認証を防止でき
、より認証精度の高い認証を行うことが可能となる。
【００１３】
　また、上記移動体端末装置において、前記登録手段に、操作者が前記筆跡情報を入力す
る場合における装置本体の移動速度情報を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録
された前記移動速度情報と前記手書き動作中における装置本体の移動速度情報とを照合し
て操作者の認証処理を行うようにしても良い。この場合には、手書き動作中における装置
本体の移動速度情報を用いて操作者の認証が行われるので、筆跡情報のみによる誤認証を
防止でき、より認証精度の高い認証を行うことが可能となる。
【００１４】
　また、上記移動体端末装置において、前記登録手段に、前記手書き動作中における装置
本体に対する特定の操作情報を登録し、前記認証手段は、前記登録手段に登録された前記
操作情報と前記手書き動作中に操作者から指示される操作情報とを照合して操作者の認証
処理を行うようにしても良い。この場合には、手書き動作中における装置本体に対する特
定の操作情報を用いて操作者の認証が行われるので、筆跡情報のみを用いた認証に比べて
より認証精度の高い認証を行うことが可能となる。
【００１５】
　なお、上述した手書き動作中における装置本体の角度情報、角速度情報、移動速度情報
、並びに、手書き動作中における装置本体に対する操作情報のいずれかを組み合わせて、
或いは、全てを利用して操作者の認証を行うようにしても良い。この場合には、より複数
の内容で操作者の認証が行われるので、より認証精度の高い認証を行うことが可能となる
。
【００１６】
　本発明に係る認証方法は、操作者による手書き動作により特定される入力情報に応じて
操作者の認証を行う認証方法であって、接触対象物との接触の有無を示す接触情報を取得
し、前記接触対象物との接触位置から装置本体の移動情報を取得し、前記接触情報及び移
動情報に基づいて前記入力情報を認識し、当該入力情報と操作者の筆跡を識別可能な筆跡
情報とを照合して操作者の認証を行うことを特徴とする。
【００１７】
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　この認証方法によれば、操作者による手書き動作により特定される入力情報と、操作者
の筆跡を識別可能な筆記情報とを照合して操作者の認証を行うことから、従来から利用さ
れている暗証番号の入力や指紋認証、顔認証などと異なる、筆跡情報を用いた新たな認証
方法を移動体端末装置に提供することが可能となる。
【発明の効果】
【００１８】
　本発明に係る移動体端末装置によれば、手書き動作により手軽に情報を入力することが
可能となる。また、従来から利用されている暗証番号の入力や指紋認証、顔認証などと異
なる新たな認証方法を移動体端末装置に提供することが可能となる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　以下、本発明の実施の形態について、添付図面を参照して詳細に説明する。
【００２０】
　（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る移動体端末装置としての携帯電話装置（以下、「
携帯電話」という）１０の外観を示す正面図である。
【００２１】
　図１に示すように、携帯電話１０は、ユーザの操作入力を受け付ける操作部１１と、操
作部１１から受け付ける情報、或いは、携帯電話１０の動作状態に応じた情報を表示する
表示部１２とを備える。例えば、操作部１１は、発信先の電話番号や電子メールにおける
文字入力などを受け付ける。表示部１２は、発信中である旨や電子メールの文面、並びに
、後述する文字認識部により認識された文字情報などを表示する。
【００２２】
　本実施の形態に係る携帯電話１０は、ユーザが装置本体の一部を机や紙等に接触させて
文字等の手書き動作を行うことにより、情報入力を受け付け可能に構成されている。携帯
電話１０は、このような装置本体を用いた手書き動作を行う際に利用される接触センサ１
３と、文字入力切替スイッチ（以下、「入力切替スイッチ」という）１４とを備える。接
触センサ１３は、携帯電話１０の下端部の一端に設けられており、紙や机等の接触対象物
との接触を検出する。例えば、手書き動作をし易いように先端が尖った形状に形成されて
いる。入力切替スイッチ１４は、携帯電話１０の側方側の中央よりも僅かに下方側の位置
に設けられている。ユーザにより手書き動作の開始時に押下されることでオン状態とされ
、終了時に再び押下されることでオフ状態とされる。
【００２３】
　図２は、本実施の形態に係る携帯電話１０の構成を説明するためのブロック図である。
なお、図２に示す構成は、本発明を説明するために簡略化したものであり、通常の携帯電
話に搭載される構成要素は備えているものとする。
【００２４】
　図２に示すように、携帯電話１０は、上述の操作部１１、表示部１２、接触センサ１３
、入力切替スイッチ１４に加え、装置全体の制御を行う制御部２０と、接触センサ１３の
先端部（以下、「センサ先端部」という）１３ａの動きを検出可能な加速度センサ２１と
、接触センサ１３及び加速度センサ２１から出力される情報を登録するメモリ２２と、メ
モリ２２に登録された情報に基づいて文字情報の認識を行う文字認識部２３と、文字認識
部２３により認識された文字情報を表示部１２に表示するための表示情報を生成するグラ
フィクスドライバ２４とを含んで構成されている。
【００２５】
　このような構成を有し、本実施の形態に係る携帯電話１０は、ユーザによる手書き動作
により特定される入力情報を受け付け、当該入力情報を認識する。より具体的には、セン
サ先端部１３ａで机や紙等に描かれた文字や数字等を入力情報として受け付け、当該入力
情報に対応する文字情報等を認識する。手書き動作による入力情報としては、例えば、文
字情報や図形情報など任意の情報を指定することが可能である。実施の形態１においては
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、入力情報として、文字情報が入力される場合について示す。
【００２６】
　なお、手書き動作において、センサ先端部１３ａにより文字や数字等が描かれる接触対
象物は、上述した机や紙に限定されるものではない。例えば、壁や板などのように、セン
サ先端部１３ａの動きを捕捉することができれば、いかなる部材又は場所等であっても良
い。以下においては、センサ先端部１３ａが文字や数字等を描く場所が机である場合を例
として説明するものとする。
【００２７】
　加速度センサ２１は、このような手書き動作時におけるセンサ先端部１３ａの動きを検
出することにより、装置本体の動きを検出する。具体的には、手書き動作が開始された後
、最初にセンサ先端部１３ａが接触した位置の座標情報を取得し、当該座標情報からの装
置本体の移動量を把握することで、センサ先端部１３ａの動き（装置本体の動き）を検出
する。本実施の形態において、加速度センサ２１は、手書き動作が実行されている間、継
続してセンサ先端部１３ａの動きを検出する。このような加速度センサ２１には、例えば
、圧電型加速度センサが用いられるが、これに限定されず、動電式、ひずみゲージ式、半
導体式などの加速度センサを用いることも可能である。
【００２８】
　接触センサ１３は、このような手書き動作時における机との接触の有無を検出する。具
体的には、手書き動作時における机との接触の開始時点、並びに、机との接触の終了時点
を検出する。本実施の形態において、接触センサ１３は、加速度センサ２１と同様に、手
書き動作が実行されている間、継続して接触センサ１３の接触の有無を検出する。なお、
接触センサ１３には、例えば、機械式の接触センサが用いられる。
【００２９】
　メモリ２２には、接触センサ１３が検出した接触の有無を示す情報（以下、「接触情報
」という）、並びに、加速度センサ２１が検出する装置本体の動きを示す情報(以下、「
移動情報」という)が登録される。例えば、メモリ２２には、それぞれの手書き動作、す
なわち、入力切替スイッチ１４がオン状態とされてからオフ状態とされるまでの入力動作
に応じて接触情報及び移動情報が登録される。
【００３０】
　文字認識部２３は、メモリ２２に登録された接触情報及び移動情報に基づいて、ユーザ
から特定された入力情報の文字認識を行う。例えば、文字認識部２３は、これらの接触情
報及び移動情報と、各種の文字情報に対応する接触情報及び移動情報（より詳しくは、各
種の文字情報の始点及び終点の座標情報）を登録した文字情報テーブル（図示略）の登録
内容とを比較することにより、ユーザから特定された入力情報の文字認識を行う。なお、
文字認識部２３で実行される文字認識処理には、既存の文字認識処理が用いられるものと
し、その説明は省略する。
【００３１】
　次に、実施の形態１に係る携帯電話１０で手書き動作を行う場合の処理について説明す
る。図３は、実施の形態１に係る携帯電話１０で手書き動作を行う場合の処理を示すシー
ケンス図である。なお、図３においては、説明の便宜上、接触情報及び移動情報を登録す
るメモリ２２を省略し、これらの情報が文字認識部２３に入力されるような態様について
示している。
【００３２】
　図３に示すように、携帯電話１０で手書き動作を行う場合、まず、ユーザにより入力切
替スイッチ１４がオン状態とされる。これにより、手書き動作の開始を示す入力開始信号
が接触センサ１３及び加速度センサ２１に出力される（ステップ（以下、「ＳＴ」という
）１）。
【００３３】
　入力開始信号を受けると、接触センサ１３が机との接触の有無を検出可能な状態となり
、加速度センサ２１がセンサ先端部１３ａの動きを検出可能な状態となる。加速度センサ
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２１は、入力開始信号を受けた時点で、センサ先端部１３ａの動きの検出を開始する。以
降、入力切替スイッチ１４がオフ状態とされるまで、リアルタイムで検出した移動情報を
文字認識部２３に出力する（ＳＴ２）。なお、図３においては、リアルタイムで移動情報
が文字認識部２３に出力される様子を点線の矢印で示している。
【００３４】
　そして、ユーザが携帯電話１０で所望の文字を机に描き始め、センサ先端部１３ａが机
等に接触すると、接触センサ１３がこれを検出する。このように机との接触を検出すると
、接触センサ１３から、接触情報として、接触の開始を示す接触開始信号が文字認識部２
３に出力される（ＳＴ３）。
【００３５】
　所望の文字に応じた一定期間だけ机との接触状態が継続した後、センサ先端部１３ａが
机から離間すると、接触センサ１３がこれを検出する。このように机等との離間を検出す
ると、今度は、接触センサ１３から、接触情報として接触の終了を示す接触終了信号が文
字認識部２３に出力される（ＳＴ４）。
【００３６】
　その後、再び、センサ先端部１３ａが机に接触すると、接触センサ１３がこれを検出し
て接触開始信号を文字認識部２３に出力する一方、センサ先端部１３ａが机から離間する
と、接触センサ１３がこれを検出して接触終了信号を文字認識部２３に出力する（ＳＴ５
～ＳＴ８）。図３においては、このようなセンサ先端部１３ａの机に対する接触、離間が
３回繰り返される場合について示している。つまり、図３においては、手書き動作により
３画の文字が入力された場合について示している。
【００３７】
　所望の文字を机に描き終わると、ユーザにより入力切替スイッチ１４がオフ状態とされ
る。これにより、手書き動作の終了を示す入力終了信号が接触センサ１３及び加速度セン
サ２１に出力される（ＳＴ９）。加速度センサ２１は、入力終了信号を受けた時点で、セ
ンサ先端部１３ａの動きの検出を終了する。
【００３８】
　入力終了信号を受けた時点までに検出した移動情報を加速度センサ２１から受け取ると
、文字認識部２３は、文字認識処理を実行する（ＳＴ１０）。この文字認識処理において
は、接触センサ１３から受け取った接触情報、並びに、加速度センサ２１から受け取った
移動情報に基づいて、ユーザから入力された文字情報の認識を行う。この際、文字認識部
２３は、上述したような文字情報テーブルの登録内容に応じて文字情報の認識を行う。
【００３９】
　ユーザから入力された文字情報の認識が終わると、文字認識部２３からグラフィクスド
ライバ２４に対して認識された文字情報が出力される（ＳＴ１１）。この文字情報を受け
取ると、グラフィクスドライバ２４は、当該文字情報を表示部１２に表示するための表示
情報を生成する（ＳＴ１２）。
【００４０】
　そして、表示情報の生成が終わると、グラフィクスドライバ２４から表示部１２に対し
て生成された表示情報が出力される（ＳＴ１３）。表示部１２において、この表示情報を
表示することにより、ユーザから手書き動作により特定された文字情報が表示部１２に表
示されることとなる。
【００４１】
　以下、図３に従って「あ」という文字情報を手書き動作により入力する場合の携帯電話
１０の動作について説明する。図４は、実施の形態１に係る携帯電話１０において、「あ
」という文字情報を手書き動作により入力する場合の動作について説明するための図であ
る。
【００４２】
　なお、図４においては、センサ先端部１３ａを机に接触させた状態で携帯電話１０を移
動させる場合を無地の矢印で示し、机から離間させた状態で携帯電話１０を移動させる場
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合を斜線付きの矢印で示している。また、説明の便宜上、机の表面に「あ」という文字情
報の手書き動作に応じた筆跡を示している。
【００４３】
　「あ」という文字情報を入力する場合、まず、ユーザは、図４（ａ）に示すように、机
４０上における文字情報を書き始める第１の始点４１までセンサ先端部１３ａを移動させ
、入力切替スイッチ１４をオン状態とする。これに応じて入力開始信号が接触センサ１３
及び加速度センサ２１に出力され（図３に示すＳＴ１）、接触センサ１３及び加速度セン
サ２１がそれぞれ机４０との接触の有無及びセンサ先端部１３ａの動きを検出可能な状態
となる。また、加速度センサ２１からは文字認識部２３に移動情報が出力され（図３に示
すＳＴ２）、これ以降、リアルタイムで移動情報が出力され続ける。
【００４４】
　そして、第１の始点４１でセンサ先端部１３ａを机４０に接触させると、接触センサ１
３でこれを検出し、接触センサ１３から接触開始信号が文字認識部２３に出力される（図
３に示すＳＴ３）。「あ」という文字情報を入力する場合、図４（ｂ）に示すように、ユ
ーザは、接触センサ１３の先端部を机４０に接触させた状態で携帯電話１０を右側方向に
移動させる。
【００４５】
　右側方向に携帯電話１０を移動させ、所定位置まで到達させた後、センサ先端部１３ａ
を机４０から離間させると、接触センサ１３でこれを検出し、接触センサ１３から接触終
了信号が文字認識部２３に出力される（図３に示すＳＴ４）。「あ」という文字情報を入
力する場合、図４（ｃ）に示すように、ユーザは、センサ先端部１３ａを机４０から離間
させた状態で、第２の始点４２までセンサ先端部１３ａを移動させる。
【００４６】
　そして、第２の始点４２でセンサ先端部１３ａを接触させると、接触センサ１３でこれ
を検出し、再び、接触センサ１３から接触開始信号が文字認識部２３に出力される（図３
に示すＳＴ５）。「あ」という文字情報を入力する場合、図４（ｄ）に示すように、ユー
ザは、センサ先端部１３ａを机４０に接触させた状態で携帯電話１０を下側方向に移動さ
せる。
【００４７】
　下側方向に携帯電話１０を移動させ、所定位置まで到達させた後、センサ先端部１３ａ
を机４０から離間させると、接触センサ１３でこれを検出し、再び、接触センサ１３から
接触終了信号が文字認識部２３に出力される（図３に示すＳＴ６）。「あ」という文字情
報を入力する場合、図４（ｅ）に示すように、ユーザは、センサ先端部１３ａを机４０か
ら離間させた状態で、第３の始点４３までセンサ先端部１３ａを移動させる。
【００４８】
　そして、第３の始点４３でセンサ先端部１３ａを接触させると、接触センサ１３でこれ
を検出し、再び、接触センサ１３から接触開始信号が文字認識部２３に出力される（図３
に示すＳＴ７）。「あ」という文字情報を入力する場合、図４（ｆ）に示すように、ユー
ザは、センサ先端部１３ａを机４０に接触させた状態で、携帯電話１０を左下側方向に移
動させ、右上側方向に移動させた後、右下側方向に移動させる。
【００４９】
　右下側方向に携帯電話１０を移動させ、所定位置まで到達させた後、センサ先端部１３
ａを机４０から離間させると、接触センサ１３でこれを検出し、再び、接触センサ１３か
ら接触終了信号が文字認識部２３に出力される（図３に示すＳＴ８）。これにより、「あ
」という文字情報の全てが入力されたこととなる。全ての文字情報が入力された後、ユー
ザは、入力切替スイッチ１４をオフ状態とする。これに応じて入力終了信号が接触センサ
１３及び加速度センサ２１に出力される（図３に示すＳＴ９）。
【００５０】
　入力終了信号が出力され、加速度センサ２１から最後の移動情報を受け取ると、文字認
識部２３により文字認識処理が実行される（図３に示すＳＴ１０）。そして、適切に文字
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認識処理が実行された場合には、認識された文字情報（ここでは、「あ」という文字情報
）がグラフィクスドライバ２４に出力される（図３に示すＳＴ１１）。
【００５１】
　文字情報を受け取ると、グラフィクスドライバ２４により当該文字情報を表示部１２に
表示するための表示情報が生成される（図３に示すＳＴ１２）。そして、この生成された
表示情報が表示部１２に出力される。表示部１２がこの表示情報を表示することにより、
図５に示すように、表示部１２の表示領域に、ユーザから入力された文字情報である「あ
」が表示されることとなる。
【００５２】
　このように実施の形態１に係る携帯電話１０によれば、机などの接触対象物との接触の
有無を示す接触情報、並びに、接触対象物との接触位置から取得される装置本体の移動情
報に基づいて、ユーザによる手書き動作により特定される入力情報が認識されることから
、従来のように、タッチスクリーン等のデバイスを必要としないため、携帯電話１０を用
いた手書き動作により手軽に情報を入力することが可能となる。
【００５３】
　特に、実施の形態１に係る携帯電話１０によれば、手書き動作により特定される入力情
報に対応する文字情報を文字認識部２３で認識することが可能となるので、ボタン入力等
に不慣れな高齢者等にも操作し易い新たな入力方式を携帯電話１０に提供することが可能
となる。
【００５４】
　また、実施の形態１に係る携帯電話１０においては、操作者から手書き動作の開始時点
及び終了時点を指定する指示を受け付ける操作手段として入力切替スイッチ１４を備えて
いる。これにより、手書き動作の開始時点及び終了時点が明確となることから、より正確
にユーザから入力された入力情報（文字情報）を認識することが可能となる。
【００５５】
　さらに、実施の形態１に係る携帯電話１０においては、文字認識部２３で認識された文
字情報を表示する表示部１２で表示するようにしているので、ユーザから手書き動作によ
り特定された文字情報が適切に認識されているかをユーザにおいて簡単に確認することが
可能となる。
【００５６】
　（実施の形態２）
　実施の形態１に係る携帯電話１０が手書き動作によりユーザから入力された入力情報の
文字認識を行うのに対し、実施の形態２に係る携帯電話６０は、手書き動作によりユーザ
から入力された入力情報を認証処理に用いる点で、実施の形態１に係る携帯電話１０と相
違する。
【００５７】
　実施の形態２に係る携帯電話６０における認証処理は、例えば、携帯電話６０の紛失や
盗難時等に、正規の所有者以外のユーザによる使用を防止する際などに利用される。また
、クレジットカード機能を携帯電話６０に搭載した場合などにおいて、インターネットを
介してショッピングを行う場合におけるユーザ認証を行う場合などに利用される。
【００５８】
　図６は、実施の形態２に係る携帯電話６０の構成を説明するためのブロック図である。
なお、図６に示す携帯電話６０において、図２に示す携帯電話１０と同一の構成について
は、同一の符号を付し、その説明を省略する。
【００５９】
　図６に示すように、実施の形態２に係る携帯電話６０は、ユーザの認証処理に用いられ
る認証情報を登録する認証情報用メモリ６１と、この認証情報用メモリ６１に登録された
認証情報に基づいてユーザの認証処理を行う認証処理部６２とを備える点で実施の形態１
に係る携帯電話１０と相違する。
【００６０】



(10) JP 2008-70920 A 2008.3.27

10

20

30

40

50

　なお、実施の形態２に係る携帯電話６０は、認証処理を行うことを目的とし、必ずしも
ユーザから入力される入力情報を文字認識する必要がないため、図６においては、図２に
示す文字認識部２３及びグラフィクスドライバ２４を省略している。しかし、これに限定
されるものではなく、図２に示す携帯電話１０に認証情報用メモリ６１及び認証処理部６
２を追加する構成としても良い。
【００６１】
　認証情報用メモリ６１には、手書き動作により特定される入力情報との照合によりユー
ザを識別することができる認証情報が登録される。例えば、認証情報用メモリ６１には、
ユーザを識別可能なサインや特定の文字を入力する場合における筆跡情報などが登録され
る。
【００６２】
　認証処理部６２は、手書き動作の実行中に取得される情報と、認証情報用メモリ６１に
登録されている認証情報とを照合してユーザの認証処理を行う。例えば、認証情報用メモ
リ６１にユーザを識別可能なサインの筆跡情報が登録されている場合には、手書き動作の
実行中に取得されるサインの筆跡情報と照合することでユーザの認証処理が行われる。な
お、認証処理部６２で実行される認証処理には、既存の筆跡認証処理が用いられるものと
し、その説明は省略する。
【００６３】
　次に、実施の形態２に係る携帯電話６０で手書き動作により特定される入力情報に基づ
いて認証処理を行う場合の処理について説明する。図７は、実施の形態２に係る携帯電話
６０で手書き動作により特定される入力情報に基づいて認証処理を行う場合の処理を示す
シーケンス図である。なお、図７においては、説明の便宜上、ユーザを識別可能なサイン
を用いて認証処理を行う場合について示している。ここで、認証処理に用いられるサイン
は、一筆で入力されるものとする。このため、図７においては、接触センサ１３の接触の
有無を検出する接触センサ１３を省略している。
【００６４】
　図７に示すように、携帯電話６０で手書き動作により特定される入力情報に基づいて認
証処理を行う場合、まず、ユーザにより入力切替スイッチ１４がオン状態とされる。これ
により、手書き動作の開始を示す入力開始信号が加速度センサ２１に出力される（ＳＴ２
１）。
【００６５】
　入力開始信号を受けると、加速度センサ２１がセンサ先端部１３ａの動きを検出可能な
状態となる。加速度センサ２１は、入力開始信号を受けた時点で、センサ先端部１３ａの
動きの検出を開始する。これ以降、入力切替スイッチ１４がオフ状態とされるまで、リア
ルタイムで検出した移動情報（具体的には、センサ先端部１３ａの座標情報）をメモリ２
２に出力する（ＳＴ２２）。なお、図７においては、図３と同様に、リアルタイムで移動
情報がメモリ２２に出力される様子を点線の矢印で示している。
【００６６】
　入力切替スイッチ１４をオン状態とした後、ユーザにより携帯電話６０で予め決められ
ているサインが机に描かれる。このようにサインを机に描いている間、加速度センサ２１
が検出している移動情報がメモリ２２に出力され、蓄積されていく。そして、当該サイン
が描き終わった後、ユーザにより入力切替スイッチ１４がオフ状態とされる。これにより
、手書き動作の終了を示す入力終了信号が加速度センサ２１に出力される（ＳＴ２３）。
加速度センサ２１は、入力終了信号を受けた時点で、センサ先端部１３ａの動きの検出を
終了する。
【００６７】
　入力終了信号を受けた時点までに検出した移動情報がメモリ２２に登録されると、認証
処理部６２によってメモリ２２から蓄積された移動情報（以下、「蓄積移動情報」という
）が取得される（ＳＴ２４）。そして、認証処理部６２によって認証情報用メモリ６１に
予め登録された認証情報（ここでは、当該ユーザのサインの筆跡情報）が取得される（Ｓ
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Ｔ２５）。
【００６８】
　蓄積移動情報及び認証情報を取得すると、認証処理部６２は、当該ユーザの認証処理を
行う（ＳＴ２６）。ここでは、認証処理部６２は、蓄積移動情報から取得されるサインの
筆跡情報と、認証情報として入力される筆跡情報とを照合することでユーザの認証処理を
行う。
【００６９】
　認証処理部６２による認証処理が終わると、その認証結果が表示情報として表示部１２
に出力される（ＳＴ２７）。表示部１２がこの表示情報を表示することにより、表示部１
２の表示領域に、認証処理が適切に行われた旨、或いは、認証処理が適切に行われなかっ
た旨を示すメッセージが表示される。例えば、前者の例として、「認証することができま
した」などのメッセージが表示され、後者の例として、「認証することができません」な
どのメッセージが表示される。
【００７０】
　このように実施の形態２に係る携帯電話６０によれば、認証処理部６２が手書き動作に
より特定される入力情報と、認証情報メモリ６１に登録された認証情報（筆記情報）とを
照合してユーザの認証を行うことから、ユーザの筆跡情報を用いた認証方法を実現でき、
暗証番号の入力や指紋認証、顔認証などと異なる新たな認証方法を携帯電話６０に提供す
ることが可能となる。この結果、ユーザが予め定めたサイン等によるユーザ認証が可能と
なるので、携帯電話１０の操作に精通していない高齢者等においても、操作し易い認証方
法を搭載した携帯電話１０を提供することが可能となる。
【００７１】
　なお、本発明は、上記実施の形態に限定されず、本発明の効果を発揮する範囲内におい
て種々変更して実施することが可能である。また、本発明の目的の範囲を逸脱しない限り
において適宜変更して実施することが可能である。
【００７２】
　実施の形態２に係る携帯電話６０においては、手書き動作により入力された入力情報と
の照合によりユーザを識別することができる認証情報として、ユーザを識別可能な筆跡情
報を利用する場合について示している。しかし、認証処理に利用する認証情報としては、
これに限定されるものではなく、適宜変更が可能である。具体的には、上述した筆跡情報
に加え、手書き動作中に取得可能な情報を認証情報として認証処理に利用するようにして
も良い。
【００７３】
　例えば、手書き動作の実行中における携帯電話６０における特徴を示す情報との照合に
よりユーザを識別することができる認証情報を認証処理に利用することが可能である。こ
の場合、認証情報用メモリ６１には、上述した筆跡情報に加え、例えば、手書き動作を行
う場合の携帯電話６０の角度を示す情報（以下、「角度情報」という）、手書き動作を行
う場合の携帯電話６０の角速度を示す情報（以下、「角速度情報」という）、手書き動作
を行う場合の携帯電話６０の移動速度を示す情報（以下、「移動速度情報」という）など
が登録される。
【００７４】
　また、手書き動作の実行中の携帯電話６０に対する操作情報との照合によりユーザを識
別することができる認証情報を認証処理に利用することも可能である。この場合、認証情
報用メモリ６１には、手書き動作の実行中における操作部１１に対する操作情報（例えば
、手書き入力動作の開始後、１秒後にいずれかの数字ボタンを押下する情報や、手書き入
力動作の開始後、２文字目の入力後に数字ボタンを押下する情報）などが登録される。
【００７５】
　以下、上述したような認証情報を認証処理に利用する際の具体的な手法について図８を
用いて説明する。ここでは、図８（ａ）に示すサイン（英字の筆記体で「ａｂｃｄｅｆｇ
」）が手書き動作で特定される場合について説明する。なお、図８においては、説明の便
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宜上、机等の表面に「ａｂｃｄｅｆｇ」というサインに応じた筆跡を示している。
【００７６】
　まず、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の角度情報を認証情報として利用する場合
について説明する。図８（ｂ）は、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の角度情報を認
証情報として利用する場合の手法について説明するための図である。
【００７７】
　この場合、認証情報用メモリ６１には、当該サインを入力する場合における移動情報（
より詳しくは、座標情報）、並びに、携帯電話６０の角度情報が登録される。携帯電話６
０を用いてサインの手書き動作を行う場合、ユーザは、通常、特定の角度で携帯電話６０
を机等に接触させると考えられることから、携帯電話６０の角度情報を認証情報として利
用するものである。
【００７８】
　このように角度情報を認証情報として用いる場合には、ユーザによるサインの手書き動
作の実行中に一定時間毎に、センサ先端部１３ａが机４０に接触している座標情報（ｘ、
ｙ）と、携帯電話６０の角度情報（ｒｘ、ｒｙ、ｒｚ）とが取得される。なお、角度情報
は、既存の角度センサにより取得することが可能である。例えば、加速度センサ２１と不
図示のジャイロセンサとにより角度センサが構成される。
【００７９】
　そして、サインの手書き動作が終わると、認証処理部６２で、上述した筆跡情報による
照合に加え、認証情報用メモリ６１内の座標情報及び角度情報と、取得した座標情報及び
角度情報とを照合することで、ユーザの認証処理を行う。このように、筆跡情報に加え、
手書き動作を行う場合の携帯電話６０の角度情報を認証処理に利用することにより、筆跡
情報のみによる誤認証を防止でき、認証処理における認証精度を向上することが可能とな
る。
【００８０】
　次に、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の角速度情報を認証情報として利用する場
合について説明する。
【００８１】
　この場合、認証情報用メモリ６１には、当該サインを入力する場合の座標情報、並びに
、携帯電話６０の角速度情報が登録される。携帯電話６０を用いてサインの手書き動作を
行う場合、ユーザは、通常、特定の角速度でサインを入力すると考えられることから、携
帯電話６０の角速度情報を認証情報として利用するものである。
【００８２】
　このように角速度情報を認証情報として用いる場合には、ユーザによるサインの手書き
動作の実行中に一定時間毎に、センサ先端部１３ａが机４０に接触している座標情報（ｘ
、ｙ）と、携帯電話６０の角速度情報（ωｘ、ωｙ、ωｚ）とが取得される。なお、角速
度情報は、既存の角速度センサにより取得することが可能である。例えば、加速度センサ
２１と不図示のジャイロセンサとにより角速度センサが構成される。
【００８３】
　そして、サインの手書き動作が終わると、認証処理部６２で、上述した筆跡情報による
照合に加え、認証情報用メモリ６１内の座標情報及び角速度情報と、取得した座標情報及
び角速度情報とを照合することで、ユーザの認証処理を行う。このように、筆跡情報に加
え、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の角速度情報を認証処理に利用することにより
、筆跡情報のみによる誤認証を防止でき、認証処理における認証精度を向上することが可
能となる。
【００８４】
　次に、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の移動速度情報を認証情報として利用する
場合について説明する。図８（ｃ）は、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の移動速度
情報を認証情報として利用する場合の手法について説明するための図である。
【００８５】
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　この場合、認証情報用メモリ６１には、当該サインを入力する場合の座標情報、並びに
、携帯電話６０の移動速度情報が登録される。携帯電話６０を用いてサインの手書き動作
を行う場合、ユーザは、通常、特定の速度でサインを入力すると考えられることから、携
帯電話６０の移動速度情報を認証情報として利用するものである。
【００８６】
　このように移動速度情報を認証情報として用いる場合には、ユーザによるサインの手書
き動作の実行中に一定時間毎に、センサ先端部１３ａが机４０に接触している座標情報（
ｘ、ｙ）と、携帯電話６０の移動速度情報（ｖｘ、ｖｙ）とが取得される。なお、移動速
度情報は、例えば、加速度センサ２１の検出結果から算出される。
【００８７】
　そして、サインの手書き動作が終わると、認証処理部６２で、上述した筆跡情報による
照合に加え、認証情報用メモリ６１内の座標情報及び移動速度情報と、取得した座標情報
及び移動速度情報とを照合することで、ユーザの認証処理を行う。このように、筆跡情報
に加え、手書き動作を行う場合の携帯電話６０の移動速度情報を認証処理に利用すること
により、筆跡情報のみによる誤認証を防止でき、認証処理における認証精度を向上するこ
とが可能となる。
【００８８】
　最後に、手書き動作の実行中における操作部１１に対する操作情報を認証情報として利
用する場合について説明する。図８（ｄ）は、手書き動作の実行中における操作部１１に
対する操作情報を認証情報として利用する場合の手法について説明するための図である。
【００８９】
　この場合、認証情報用メモリ６１には、当該サインを入力する場合に操作部１１のいず
れかのボタンが選択されるかを示す情報（以下、「選択ボタン情報」という）と、この選
択ボタン情報が選択されるタイミングを示す情報（以下、「タイミング情報」という）と
が登録される。携帯電話６０を用いてサインの手書き動作を行う場合、ユーザのみが知り
得る情報（選択ボタン情報及びタイミング情報）を指定すれば認証処理が可能となること
から、操作部１１に対する操作情報を認証情報として利用するものである。
【００９０】
　このように操作部１１に対する操作情報を認証情報として用いる場合には、ユーザによ
るサインの手書き動作の実行中における選択ボタン情報と、タイミング情報とが取得され
る。
【００９１】
　そして、サインの手書き動作が終わると、認証処理部６２で、上述した筆跡情報による
照合に加え、認証情報用メモリ６１内の選択ボタン情報及びタイミング情報と、取得した
選択ボタン情報及びタイミング情報とを照合することで、ユーザの認証処理を行う。この
ように、筆跡情報に加え、手書き動作の実行中における操作部１１に対する操作情報を認
証処理に利用することにより、筆跡情報のみによる誤認証を防止でき、認証処理における
認証精度を向上することが可能となる。
【００９２】
　また、実施の形態２においては、図６に示すように、携帯電話６０内に認証情報用メモ
リ６１及び認証処理部６２を備える場合について説明している。しかし、認証処理に関す
る構成の配置についてはこれに限定されるものではなく、適宜変更が可能である。
【００９３】
　例えば、認証処理に関する構成（認証情報用メモリ６１及び認証処理部６２）をインタ
ーネット等のネットワーク上のサーバに配置するようにしても良い。この場合には、携帯
電話６０の手書き動作中に取得される移動情報等をサーバに送信し、サーバに配設された
認証処理部６２で認証情報用メモリ６１内の認証情報との照合を行うことにより、携帯電
話６０のユーザ認証を行うことが可能である。この結果、クレジットカード機能を搭載し
た携帯電話６０で、インターネットを介してショッピングを行う場合等において、ユーザ
の筆跡情報を用いた新たな認証方法を提供することが可能となる。
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【００９４】
　さらに、上記実施の形態に係る携帯電話１０（６０）においては、装置本体の下方側端
部に突起形状の接触センサ１３を設けた場合について示している。しかし、接触センサ１
３の形状については適宜変更が可能である。携帯電話１０（６０）を用いた手書き動作を
行うことができれば、どのような形状を採用しても良い。携帯電話１０（６０）の筐体の
角部を用いるようにしても良い。また、接触センサ１３や入力切替スイッチ１４の設置位
置についても同様である。
【図面の簡単な説明】
【００９５】
【図１】本発明の実施の形態１に係る携帯電話（移動体端末装置）の外観を示す正面図で
ある。
【図２】実施の形態に係る携帯電話の構成を説明するためのブロック図である。
【図３】実施の形態１に係る携帯電話で手書き動作を行う場合の処理を示すシーケンス図
である。
【図４】実施の形態１に係る携帯電話において、「あ」という文字情報を手書き動作によ
り入力する場合の動作について説明するための図である。
【図５】実施の形態１に係る携帯電話において、「あ」という文字情報が表示された表示
部の状態について説明するための図である。
【図６】本発明の実施の形態２に係る携帯電話の構成を説明するためのブロック図である
。
【図７】実施の形態２に係る携帯電話で手書き動作により特定される入力情報に基づいて
認証処理を行う場合の処理を示すシーケンス図である。
【図８】実施の形態２に係る携帯電話において、他の認証情報を認証処理に利用する際の
具体的な手法について説明するための図である。
【符号の説明】
【００９６】
　１０、６０　移動体端末装置（携帯電話）
　１１　操作部
　１２　表示部
　１３　接触センサ
　１４　文字入力切替スイッチ（入力切替スイッチ）
　２０　制御部
　２１　加速度センサ
　２２　メモリ
　２３　文字認識部
　２４　グラフィクスドライバ
　６１　認証情報用メモリ
　６２　認証処理部



(15) JP 2008-70920 A 2008.3.27

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】 【図５】

【図６】



(16) JP 2008-70920 A 2008.3.27

【図７】 【図８】



(17) JP 2008-70920 A 2008.3.27

10

フロントページの続き

(51)Int.Cl.                             ＦＩ                                    テーマコード（参考）
   　　　　                                Ｈ０４Ｍ   1/66    　　　　          　　　　　

(72)発明者  澤田　衛
            東京都千代田区永田町二丁目１１番１号　株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ内
Ｆターム(参考) 5B019 BA10  DA07  DB10 
　　　　 　　  5B068 AA05  BC03  BD17  BE06  CC06  CC19 
　　　　 　　  5B285 AA01  BA02  CB24  CB26 
　　　　 　　  5E501 AA04  AB03  BA05  CA04  CB20  DA15  FA13 
　　　　 　　  5K027 AA11  BB09  HH23 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	overflow

